第1章 研究プロジェクトの概要 by 土屋 葉





































                                                   











































































































 ８月から 9 月にかけて、福島県いわき市保健福祉部およびいわき市社会福祉協議会の協
力により、応急仮設住宅団地および借り上げ仮設住宅を対象とした質問紙調査（「生活困窮












 上記のほか、10月には 2つの座談会を、2015年 2月には公開研究会を実施した。 
 
5．研究成果 
























                                                   
3表 田宮他（2013）における問いと論点 
  問い 脆弱性 公的支援のあり方への示唆 
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